
長崎大学・医歯薬学総合研究科（保健学科）・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１７３０１

基盤研究(B)（一般）

2019～2017

トラウマを抱えた子ども・若者の養育者を対象とした包括的移行支援プログラムの開発

The development of a comprehensive migration support programs for caregivers of 
children and young people who suffer from trauma

８０２７４７４４研究者番号：

花田　裕子（HANADA, Hiroko）

研究期間：

１７Ｈ０４４６９

年 月 日現在  ２   ５ １３

円    12,600,000

研究成果の概要（和文）：本研究によって開発された研究プログラムは、米国オクラホマ大学の米国内で提供さ
れている子どものトラウマの研修内容をベースとした。しかし、研究者らの調査によって明らかにされた、日本
のトラウマを抱えた子ども達の問題行動に焦点を当てた内容に修正してパイロットスタディを実施した。参加者
と研修内容について検討してコンテンツ及び説明方法、日本語の表現の分かりやすさを改善していった。その結
果、本研修プログラムは、参加者たちから、子どものトラウマの理解とその影響によって生じる様々な問題行動
についての理解を深めることができる。参加者が具体的な支援方法について2つの理論を理解でき応用できるよ
うになったと評価された。

研究成果の概要（英文）：The research program developed by this study was based on the training 
content of trauma for children offered in the United States at the University of Oklahoma in the 
United States. However, the pilot study was conducted with a revision to the content of the 
behavioral problems of Japanese trauma children revealed by the researchers' research. We examined 
the contents of the training with the participants and improved the content, explanation method, and
 Japanese expression intelligibility. As a result, this training program will deepen the 
participants' understanding of the child's trauma and the various problem behaviors that result from
 it. It was evaluated that the participants were able to understand and apply the two theories about
 concrete support methods.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、トラウマを抱えた子どもを養育する里親や児童養護施設及び児童精神科病棟の看護師を対象としたケ
アテイカーのための研修プログラムの開発を目的とした。日本においても、徐々に児童虐待をはじめとして子ど
ものトラウマは、子どもの成長発達に大きな影響を及ぼすことが知られてきた。里親たちは、子どもと生活を共
にする過程で様々な問題を感じているが、なぜそのような問題を起こすのかどう関わるとよいのか分らない状態
であった。本研修プログラムを受講することで、子どもの問題行動の理由がトラウマに由来すること、どうかか
わるとよいのか、そして回復への時間が必要なことを理解できたと評価された。広く活用されるようにしたい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

24 年度から 4 年間の科研費（基盤研究 B）「16 歳以上の虐待被害者を対象とした包括的継続
的自立支援に関する研究」で、子ども・若者の抱えている自立に向けての課題や支援のためのニ
ーズ調査を全国の里親・ファミリーホーム・児童養護施設・自立援助ホーム・情緒障碍児短期治
療施設を対象とした調査を実施した。その結果、子ども・若者の自立への課題と養育者が抱える
対象理解不足からくる不安が明らかになった。子ども・若者の自立の課題として養育者達が共通
して認識していたことは、「基本的な生活習慣の未修得・マナーやルールを学んでいない・問題
解決の方法を知らない・対人関係の不器用さ」などであった。これらの問題は子どもの貧困問題
に直結していた。また養育者たちの「なぜこのような問題行動や発達上の問題を持っているのか
を知りたい」というニーズも非常に高かった。 
 
２．研究の目的 
 

24 年度の自立支援ニーズ全国調査で、里親委託でも施設委託でも共通する子ども・若者の移
行支援の課題が明らかになった。この調査では、児童虐待被害者だけでなく、親の依存症や精神
疾患による不適切な養育環境や家庭内暴力の目撃などでトラウマを負った子ども・若者が多く
存在していた。現在の脳科学では、生活スキルや対人関係のスキルは「信頼できる人から教えて
もらうことで初めて身につくもの」であることが立証されている。本研究は、養育者をエンパワ
ーメントしながら、子ども・若者の移行支援を支える養育者対象の包括的移行支援プログラムの
開発する。 
 
 
３．研究の方法 
過去 3 年間参加した米国の移行支援学会を主宰していたオクラホマ大学の青少年向けサービ

ス国立研究所のトラウマの専門家である講師の招聘をオクラホマ大学に依頼して快諾を得て契
約を締結した。子どものトラウマ研修プログラムの内容について、オクラホマ大学の講師と検討
を行い、研修プログラムを決定した。その後平成 29 年 5 月、9 月に首都圏、地方都市、島しょ
部など 5 か所でパイロットスタディを実施した。里親や児童養護施設の職員と研修内容や説明
のわかりにくさなどを検討してもらい、研究者間で日本語がわかりやすいように繰り返し修正
を重ねた。 
 

（１）研修スケジュール 
①トラウマ研修 2日間（10時間）通訳付き 2 日間あるいは 1日間（５－６時間） 
②フォローアップ研修 1日間（5時間）通訳付き、通訳なし共通 

＊①終了後半年後に開催 その間は SKYPE で個別相談を受ける計画であったが、里親たちは多
忙であり、パイロットスタディの時にコンタクトはあるものの実際に相談に至ることはなく、現
実的ではないためその後の研修ではプログラムに入れず、フォローアップ研修では、半年間の実
践と研修内容の復習と実践的な相談や疑問への対応となりアドバンスコースとなった。 
 
（２）参加者 
パイロットスタディ 
長崎―上五島－那覇―青森―東京 参加者 45 名（里親・養護施設職員） 
日本語版プログラム 
岐阜―石垣―横浜―東京 参加者 40名（里親・児童相談所職員・看護師）  
 
（３）研修内容 
①子どものトラウマとは何か ②何がトラウマとなりえるか ③ACE（逆境的児童期）研究に

ついて ④ 脳の発達と乳幼児期の経験 ⑤通常のストレスとトラウマ的ストレス ⑥ストレ
スが脳に及ぼす影響それが他社にどのように見えるのか ⑦感情の活性化のレベルと脳の状態 
⑧意図的な関係性の取り組み ⑨回復のための援助的アプローチ（かかわり方モデル・発達論的
アプローチ） 
 

４．研究成果 
 
（１） 実践的取り組み 

3 年間継続していた熊本震災支援（上益城郡御船町）のコンプレックストラウマの症状が
不安定な学童が、さらなるトラウマ体験（慕っていた叔母の死）をしたときに緊急的に熊
本を 2 回訪問した。プログラムの内容を母親に指導して、母のかかわりも課題は残るも
のの変化していった。児にたいしても興奮緊張状態で行動化が悪化した危機状態の時は
プログラムの内容を参考に実践を行って活性化を徐々に沈静化していけるよう関わり穏
やかな状態に変化していった。 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２） 研修時の質問紙の統計結果 

 

 
 
セルフエフィカシー尺度の得点は有意に上がっていて、ストレス尺度の得点が研修後は有意に
下がっていた。半年後のフォローアップ時には両方とも研修前に戻っていた。 
 



 
セルフエフィカシー尺度は有意に改善しているが、ストレス尺度では総得点では低下している
が統計的な優位さは認めなかった。半年後のフォローアップ研修時では、研修後と同じくらいの
値であった。ただし継続参加者が２２名で（３８名中）ある。 
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